
十
七
世
紀
竹
島
漁
業
史
の
た
め
に
（
池
内
）

十
七
世
紀
竹
島
漁
業
史
の
た
め
に

池　

内　
　
　

敏

は
じ
め
に

　
現
在
、
日
本
と
韓
国
と
の
あ
い
だ
で
係
争
と
な
っ
て
い
る
竹
島
（
韓
国
名

は
独
島
）
の
歴
史
研
究
と
り
わ
け
十
七
世
紀
の
そ
れ
は
、
か
つ
て
は
川
上
健

三
『
竹
島
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』（
古
今
書
院
、
一
九
六
六
年
）
の
独
壇

場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
十
七
世
紀
初
頭
に
鬱
陵
島
（
当
時
は
こ
の
島
を
竹

島
と
呼
ん
だ
）
へ
の
渡
航
許
可
を
幕
府
か
ら
得
た
鳥
取
藩
領
米
子
町
人
大
谷

家
に
伝
来
す
る
史
料
群
を
、
川
上
だ
け
が
利
用
で
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
外

務
省
の
調
査
官
と
し
て
大
谷
家
の
史
料
群
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
点
検
で
き
た
川

上
は
、
そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
「
竹
島
が
日
本
領
で
あ
る
」
こ
と
を
論
証
す
る

に
資
す
る
史
料
だ
け
を
抽
出
し
、
ひ
と
つ
の
筋
道
を
立
て
た
。
そ
れ
は
お
お

よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
米
子
町
人
大
谷
・
村
川
両
家
は
、
旗
本
阿
倍

家
の
取
り
持
ち
に
よ
っ
て
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
免
許
を
幕
府
か
ら
得
て
、

竹
島
（
鬱
陵
島
）
で
の
収
益
を
排
他
的
に
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
子

か
ら
隠
岐
島
後
を
経
て
竹
島
（
鬱
陵
島
）
へ
渡
航
す
る
に
際
し
、
そ
の
航
路

上
に
あ
た
る
竹
島
（
当
時
は
こ
の
島
を
松
島
と
呼
ん
だ
）
に
つ
い
て
も
十
七

世
紀
半
ば
に
幕
府
か
ら
渡
海
免
許
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
（
松
島
渡
海
免

許
）。
そ
の
後
、
竹
島
（
鬱
陵
島
）
と
松
島
（
現
在
の
竹
島
）
両
島
か
ら
の
収

益
を
大
谷
・
村
川
両
家
で
折
半
す
る
よ
う
に
経
営
方
式
が
変
わ
り
つ
つ
も
、

十
七
世
紀
末
に
竹
島
（
鬱
陵
島
）
で
朝
鮮
人
漁
民
と
競
合
す
る
事
件
が
生
じ

る
ま
で
は
、
こ
れ
ら
島
々
に
お
け
る
独
占
的
経
営
を
継
続
し
た
。
朝
鮮
人
漁

民
と
の
競
合
事
件
は
、
や
が
て
幕
府
の
裁
断
に
よ
り
、
幕
府
が
竹
島
（
鬱
陵

島
）
を
朝
鮮
領
と
確
認
し
て
日
本
人
の
渡
航
禁
止
を
命
じ
る
（
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
正
月
、
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
）
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
大

谷
・
村
川
両
家
に
よ
る
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
の
歴
史
は
幕
を
下
ろ
す
こ
と

と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
の
文
面
に
は
竹
島
（
鬱
陵
島
）

へ
の
渡
海
を
禁
止
す
る
と
の
み
書
か
れ
た
か
ら
松
島
（
現
在
の
竹
島
）
へ
の

日
本
人
渡
航
が
無
く
な
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
川
上
は
論
じ
た
。

　
こ
の
川
上
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
筋
道
は
竹
島
問
題
に
関
わ
る
一
九
五
〇
〜

六
〇
年
代
の
日
本
外
務
省
の
原
則
的
立
場
の
骨
格
を
形
作
り
、
現
在
の
日
本

外
務
省
の
場
合
は
松
島
渡
海
免
許
に
は
言
及
し
な
い
も
の
の
、
や
は
り
大
筋

は
川
上
の
論
証
に
依
拠
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
和
四
年
（
一
六

一
八
）
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
免
許
の
発
給
を
機
に
、
米
子
か
ら
竹
島
（
鬱
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陵
島
）
へ
の
航
海
途
上
に
あ
る
松
島
（
竹
島
）
の
利
活
用
が
始
ま
っ
て
日
本

領
と
な
り
、
元
禄
竹
島
禁
令
に
よ
っ
て
も
日
本
人
の
松
島
（
竹
島
）
利
用
は

否
定
さ
れ
ず
、
一
九
〇
五
年
一
月
に
お
け
る
竹
島
日
本
領
編
入
の
閣
議
決
定

で
そ
う
し
た
近
世
の
領
有
が
再
確
認
さ
れ
た
、
と
い
う
。

　
本
稿
の
筆
者
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
竹
島
（
当
時
の
松
島
）
を

め
ぐ
る
歴
史
に
つ
い
て
何
度
か
論
じ
て
お
り
、
竹
島
渡
海
免
許
の
発
給
は
元

和
四
年
で
は
な
く
て
寛
永
初
年
で
あ
る
こ
と
、
松
島
渡
海
免
許
は
存
在
し
な

い
こ
と
、
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令
は
「
竹
島
・
松
島
両
島
渡
海
禁
制
」
で
あ
る

と
幕
府
お
よ
び
大
谷
家
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
竹
島
渡
海
禁
令

の
後
は
引
き
続
き
竹
島
（
当
時
の
松
島
）
を
利
活
用
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り

え
な
か
っ
た
こ
と
等
を
具
体
的
に
史
実
を
も
と
に
論
証
し
て
き
）
1
（

た
。
し
か
し

な
が
ら
、
筆
者
は
大
谷
家
の
史
料
を
点
検
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
川
上
が

翻
刻
提
示
し
た
史
料
や
大
谷
家
の
ご
子
孫
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
大
谷
家
文

書
目
録
（
大
谷
文
子
『
大
谷
家
古
文
書
』、
私
家
版
、
一
九
八
四
年
）
に
見

え
る
史
料
内
容
の
要
約
等
々
を
最
大
限
活
用
し
て
の
論
証
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
筆
者
は
二
〇
一
四
年
二
月
に
鳥
取
県
史
編
纂
事
業
の
一
環
と

し
て
大
谷
家
文
書
の
原
文
書
を
す
べ
て
実
地
に
拝
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
そ
れ
は
、
筆
者
自
身
の
論
証
を
再
点
検
す
る
契
機
と
も
な
っ
た
が
、
同

時
に
図
ら
ず
も
川
上
健
三
『
竹
島
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
が
史
料
の
恣
意

的
な
取
捨
選
択
の
産
物
で
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
た
。
大
谷
家
文
書
の

な
か
に
は
「
竹
島
が
日
本
領
で
あ
る
」
こ
と
を
論
証
す
る
に
は
不
都
合
な
史

料
も
ま
た
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お
り
、
川
上
が
そ
れ
ら
不
都
合
な
史
料
を

目
に
し
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
竹
島
の
歴
史
地
理
学

的
研
究
』
の
な
か
で
は
そ
れ
ら
史
料
を
一
切
無
視
し
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き

り
と
了
解
さ
れ
）
2
（

た
。

　
本
稿
は
、
こ
う
し
た
近
世
竹
島
を
め
ぐ
る
歴
史
研
究
の
現
況
を
踏
ま
え
て

以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
大
谷
家
文

書
の
う
ち
従
来
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
未
紹
介
・
未
翻
刻
史
料
を
紹
介
す

る
。
第
二
に
従
来
利
用
さ
れ
つ
つ
も
部
分
利
用
・
部
分
翻
刻
・
部
分
紹
介
し

か
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
や
、
紹
介
さ
れ
な
が
ら
も
原
本
校
合
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
に
翻
刻
文
の
点
検
が
不
十
分
だ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
原
本
に
立

ち
返
り
な
が
ら
史
料
翻
刻
文
の
提
示
を
行
う
。
こ
う
し
た
史
料
群
の
翻
刻
紹

介
を
行
い
な
が
ら
、
史
実
の
再
検
討
に
至
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
も

の
で
あ
る
。

一
　
十
七
世
紀
半
ば
に
お
け
る
竹
島
の
利
用

（
1
）
松
島
渡
海
事
業
の
始
ま
り

　
こ
れ
ま
で
、
史
料
上
に
お
け
る
竹
島
渡
海
の
初
見
と
考
え
ら
れ
て
き
た
次

の
﹇
史
料
1
﹈
か
ら
検
討
し
た
い
。

　﹇
史
料
1
﹈
承
応
元
〜
明
暦
元
年
（
一
六
五
二
〜
五
五
）
ま
た
は
万
治
二

年
（
一
六
五
九
）
以
後

　
　
　
尚
々
ⓒ
当
地
瀏
節
様
・
大
和
様
へ
も
嶋
之
義
申
上
候
、
ⓓ
御
同
名
九
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右
衛
門
殿
へ
別
紙
ニ
可
進
候
へ
共
、
御
手
前
様
よ
り
左
之
通
御
心
得

頼
申
候
、
以
上

　
貴
札
致
拝
見
候
、
先
以
其
地
御
無
事
御
座
候
而
大
慶
ニ
奉
存
候
、
此
地
も

別
条
無
之
候
、
先
度
者
与
風
罷
越
候
処
ニ
、
種
々
御
懇
意
殊
ニ
再
三
御
振

舞
可
被
成
候
間
、
毎
度
之
御
心
入
不
浅
忝
存
候
、
御
内
山
下
ニ
も
御
理
り

申
何
も
様
へ
も
伺
候
不
申
候
ニ
付
御
残
多
帰
宅
仕
候
、
随
而
ⓐ
松
嶋
へ
七

八
拾
石
之
小
舟
遣
、
鉄
砲
ニ
而
ミ
ち
打
申
候
ハ
ヽ
、
小
嶋
之
事
ニ
候
間
、

竹
嶋
江
ミ
ち
に
け
さ
り
、
竹
島
之
納
所
大
分
候
ハ
ン
と
市
兵
衛
望
被
申

候
、
ⓑ
大
義
存
候
へ
共
迚
彦
左
衛
門
て
つ
た
ひ
申
上
者
、
市
兵
衛
心
次
第

と
存
、
以
来
之
心
み
さ
も
あ
る
へ
き
事
か
と
存
、
江
戸
安
部
四
郎
五
郎
様

へ
御
内
証
申
上
ル
飛
脚
進
上
申
候
、
調
可
申
も
不
存
候
、
猶
追
而
可
得
其

意
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
極
月
五
日

　 

石
井
宗
悦
　
常
（
花
押
）　

　
　
　
道
喜
様
　
御
報 

（
大
谷
家
古
文
書
一

－

一
〇
）

　
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
既
に
田
村
達
也
に
よ
る
年
代
比
定
が
な
さ
れ
て

い
）
3
（
る
。
そ
れ
は
、
史
料
中
に
見
え
る
瀏
節
様
、
大
和
様
、
御
同
名
九
右
衛
門

殿
、
御
手
前
様
（
宛
先
の
道
喜
様
と
同
一
人
物
）、
彦
左
衛
門
、
市
兵
衛
、

石
井
宗
悦
（
差
出
）
の
生
没
年
（
お
よ
び
瀏
節
、
道
喜
と
い
っ
た
号
の
名
乗

り
の
時
期
）
の
比
較
検
討
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
要
点
は
、
鳥
取
藩
米

子
家
老
荒
尾
成
利
が
隠
居
し
て
瀏
節
を
名
乗
る
の
が
承
応
元
年
（
一
六
五

二
）
で
没
す
る
の
が
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
十
月
、
ま
た
荒
尾
成
直
が
荒

尾
大
和
か
ら
荒
尾
但
馬
へ
と
名
乗
り
を
改
め
る
の
が
明
暦
元
年
三
月
で
あ
る

点
に
注
意
す
れ
ば
、
こ
の
史
料
は
承
応
元
年
か
ら
明
暦
元
年
の
あ
い
だ
の
も

の
と
確
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
な
る
と
、
御
同
名
九
右
衛
門
（
大
谷
九

右
衛
門
）、
道
喜
（
大
谷
道
喜
）
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
が
問
題
と
な

る
。
大
谷
惣
助
が
江
戸
で
元
服
し
て
九
右
衛
門
を
名
乗
り
始
め
る
の
は
万
治

二
年
（
一
六
五
九
）
五
月
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
惣
助
の
父

九
右
衛
門
が
隠
居
し
て
道
喜
を
名
乗
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
す
る
通
説
的
理

解
が
あ
る
。
文
中
に
道
喜
・
九
右
衛
門
ふ
た
り
の
名
前
が
現
れ
る
点
か
ら
す

る
と
代
替
わ
り
後
の
こ
と
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
そ
の
点
を
重
視
す

る
と
﹇
史
料
1
﹈
は
万
治
二
年
以
後
と
な
り
、
先
ほ
ど
の
年
代
比
定
の
結
果

と
は
四
〜
七
年
ほ
ど
の
違
い
が
出
て
く
る
。
田
村
は
、
当
史
料
を
承
応
元
年

か
ら
明
暦
元
年
の
あ
い
だ
の
も
の
と
し
、
代
替
わ
り
前
か
ら
先
代
九
右
衛
門

が
道
喜
号
を
名
乗
っ
て
い
た
と
見
る
。
そ
う
な
る
と
史
料
中
に
は
道
喜
と
は

別
に
九
右
衛
門
を
名
乗
る
者
が
併
記
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
元
服
前
の
者
が
既

に
家
名
（
九
右
衛
門
）
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
い
さ
さ
か

落
ち
着
か
な
）
4
（

い
。

　
い
っ
た
ん
年
代
比
定
を
保
留
し
つ
つ
先
に
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

　
本
文
冒
頭
部
分
で
は
、
鳥
取
藩
領
青
谷
町
の
商
家
石
井
宗
悦
が
米
子
町
に

大
谷
家
を
訪
問
し
振
舞
い
を
受
け
た
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
る
。
次
い
で
宗
悦

は
、
大
谷
家
と
と
も
に
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
事
業
を
行
っ
て
い
た
村
川
市

兵
衛
か
ら
松
島
（
今
日
の
竹
島
）
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
提
案
を
受
け
た
こ
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と
を
記
す
。

　
松
島
（
今
日
の
竹
島
）
へ
七
〜
八
〇
石
積
の
小
船
を
遣
り
、
そ
こ
に
集

ま
っ
て
い
る
「
ミ
ち
」（
ア
シ
カ
）
を
鉄
砲
で
脅
せ
ば
、
松
島
は
小
島
な
の

で
ア
シ
カ
は
竹
島
（
鬱
陵
島
）
の
方
へ
逃
げ
去
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

竹
島
（
鬱
陵
島
）
で
の
ア
シ
カ
漁
は
収
獲
が
増
え
る
に
違
い
な
い
、
と
い
う

計
画
で
あ
る
（
ⓐ
）。
そ
う
し
た
作
業
は
苦
労
の
多
い
も
の
だ
ろ
う
か
ら
石

井
宗
悦
家
に
仕
え
る
彦
左
衛
門
に
手
伝
わ
せ
よ
う
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
市

兵
衛
は
、
手
伝
う
手
伝
わ
な
い
は
石
井
家
の
意
向
次
第
だ
が
、
こ
の
先
そ
の

よ
う
に
し
て
く
れ
る
も
の
な
ら
ば
と
考
え
て
、
先
の
計
画
に
つ
い
て
阿
倍
四

郎
五
郎
へ
内
々
で
意
向
を
問
う
て
み
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
計
画
が
実
現
す

る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
と
宗
悦
は
道
喜
に
言
う
（
ⓑ
）。

　
追
記
部
分
で
は
、
そ
う
し
た
松
島
の
件
に
つ
い
て
は
鳥
取
藩
米
子
家
老

（
荒
尾
成
利
・
成
直
）
へ
伝
え
て
み
る
（
伝
え
て
み
た
）（
ⓒ
）。
大
谷
家
当

主
の
九
右
衛
門
へ
も
同
内
容
を
別
途
伝
え
る
つ
も
り
だ
が
、
道
喜
の
方
で
も

あ
ら
か
じ
め
心
得
て
お
い
て
ほ
し
い
と
も
い
う
（
ⓓ
）。

　
松
島
（
今
日
の
竹
島
）
の
活
用
に
つ
い
て
村
川
市
兵
衛
が
先
に
具
体
策
を

練
っ
て
お
り
、
石
井
家
が
そ
の
計
画
に
参
与
す
る
意
思
を
示
し
て
い
る
こ

と
、
そ
の
計
画
の
当
否
を
江
戸
の
旗
本
阿
部
四
郎
五
郎
に
問
い
合
わ
せ
、
ま

た
鳥
取
藩
米
子
家
老
に
も
報
せ
て
い
る
こ
と
、
こ
う
し
た
こ
と
が
﹇
史
料

1
﹈
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
年
代
比
定
の
如
何
を
問
わ
ず
、
計
画
が

荒
尾
成
利
・
成
直
に
伝
え
ら
れ
た
（
伝
え
ら
れ
る
）
と
あ
る
以
上
は
、
村
川

市
兵
衛
に
よ
る
松
島
利
活
用
計
画
は
承
応
元
年
〜
明
暦
元
年
こ
ろ
（
一
六
五

二
〜
五
五
）
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
こ
の
史
料
に
よ
る
限
り
は
、
松
島
利
活
用
計
画
に
対
す
る
大
谷
家
側
の

意
向
は
分
か
ら
な
い
。

　
次
に
示
す
﹇
史
料
2
﹈〜﹇
史
料
5
﹈
に
つ
い
て
は
、
川
上
健
三
と
本
稿
筆

者
に
よ
っ
て
年
代
比
定
が
済
ん
で
い
る
。

　﹇
史
料
2
﹈
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）

　
　
　
尚
々
ⓗ
去
年
市
兵
衛
過
分
之
損
仕
由
候
、
ⓘ
先
村
川
舟
渡
海
、
貴
様

重
而
之
番
ゟ
遣
し
可
然
候
、
其
内
貴
様
御
越
候
ハ
ヽ
御
直
委
可
承

候
、
已
上

　
七
月
十
五
日
村
川
市
兵
衛
方
御
越
候
御
状
拝
見
、
殊
更
鞋
踏
皮
三
足
贈
給

忝
候
、
先
以
道
喜
老
初
各
様
御
無
事
之
由
目
出
珍
重
存
候
、
此
表
無
相
替

儀
四
郎
五
郎
無
為
、
拙
者
躰
も
無
異
儀
罷
在
候
、
可
御
心
安
候
、
如
承
意

春
中
は
久
々
御
在
江
戸
候
へ
共
為
差
御
馳
走
も
不
仕
、
今
更
残
多
候
、
将

又
ⓔ
竹
嶋
渡
海
筋
松
嶋
へ
の
小
舟
之
儀
被
仰
越
候
、
今
度
市
兵
衛
方
ニ
様

子
具
承
候
、
ⓕ
去
年
市
兵
衛
舟
出
候
、
着
舟
不
申
大
分
之
損
仕
候
由
候
、

於
然
ハ
先
市
兵
衛
舟
遣
し
貴
様
ハ
重
而
之
番
ゟ
渡
海
可
然
候
、
其
節
御
越

候
ハ
ヽ
御
直
委
可
承
候
、
当
年
御
当
地
永
々
御
入
候
へ
共
何
之
沙
汰
も
不

被
仰
聞
候
や
、
ⓖ
筆
談
ニ
て
ハ
委
細
承
知
も
不
罷
成
候
、
其
上
市
兵
衛
被

申
分
と
は
貴
様
書
面
少
相
違
成
儀
も
御
座
候
、
市
兵
衛
口
上
ニ
可
有
物
語

候
、
猶
期
面
談
可
得
御
意
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
九
月
七
日 

亀
山
庄
左
衛
門
（
花
押
）　
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十
七
世
紀
竹
島
漁
業
史
の
た
め
に
（
池
内
）

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
御
報

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

三
三
／
「
阿
倍
一
門
」
四
）
5
（

五
）

　﹇
史
料
3
﹈
万
治
二
年
（
一
六
五
）
6
（

九
）

　
　
　
尚
々
道
中
無
為
在
所
へ
被
相
着
候
哉
無
心
元
候
、
以
上

　
去
十
一
日
大
坂
ゟ
示
預
披
見
、
如
承
意
去
比
首
尾
能
御
目
見
江
相
済
恐
悦

之
旨
尤
存
候
、
大
坂
迄
無
異
儀
被
罷
越
之
由
目
出
珍
重
候
、
然
者
ⓙ
竹
嶋

近
辺
松
嶋
江
渡
海
之
儀
被
申
越
令
得
其
意
候
、
村
川
市
兵
衛
方
相
談
被
仕

如
類
年
渡
海
可
然
と
存
候
、
将
又
我
等
一
紋
無
恙
在
之
事
候
、
尚
期
後
音

候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
六
月
廿
一
日 

阿
倍
四
郎
五
郎
　
政
継
（
花
）
7
（

押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
御
返
事

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

五
／
「
阿
倍
一
門
」
三
）

　﹇
史
料
4
﹈
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）

　
　
　
尚
々
ⓛ
市
兵
衛
と
御
相
談
、
類
年
仕
来
候
様
ニ
被
成
可
然
、
竹
嶋
之

儀
ハ
貴
様
と
市
兵
衛
殿
と
御
両
人
御
指
引
被
成
候
間
、
能
様
ニ
御
相

談
可
然
候
、
以
上

　
去
十
一
日
大
坂
ゟ
貴
札
拝
見
、
殊
更
扇
子
五
本
入
壱
箱
被
懸
御
意
忝
存

候
、
貴
様
儀
弥
御
無
為
御
越
候
由
目
出
度
珍
重
候
、
四
郎
五
郎
一
門
無

事
、
拙
者
式
も
無
恙
罷
達
候
間
可
安
御
心
候
、
然
者
ⓚ
竹
嶋
近
所
松
嶋
渡

舟
之
儀
被
仰
越
候
、
四
郎
五
郎
申
聞
候
、
村
川
市
兵
衛
方
と
相
談
、
類
年

仕
来
候
様
被
成
可
然
旨
候
、
猶
期
面
上
之
時
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
六
月
廿
二
日 

亀
山
庄
左
衛
門
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

三
二
／
「
阿
倍
一
門
」
三
五
）

　﹇
史
料
5
﹈
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）

　
　
　
　
　
　
村
川
市
兵
衛
方
へ
遣
ス
書
状
之
写

　
　
　
尚
々
ⓡ
去
々
年
村
川
大
分
之
損
被
仕
候
由
候
間
、
大
屋
渡
海
壱
番
用

捨
、
来
ル
丑
之
番
ゟ
大
屋
殿
御
渡
し
可
然
候
半
哉
、
能
様
御
相
談
可

被
成
候
、
以
上

　
大
屋
九
右
衛
門
被
罷
越
候
間
一
筆
令
啓
上
候
、
夏
中
御
越
候
へ
共
何
之
御

馳
走
も
不
申
今
更
御
残
多
存
候
、
道
中
無
異
儀
御
越
弥
御
在
宅
候
哉
無
心

元
候
、
此
表
別
条
無
之
、
旦
那
一
紋
無
事
、
拙
者
躰
も
無
恙
候
間
可
安
御

心
候
、
然
者
ⓜ
竹
嶋
近
所
之
小
嶋
へ
小
船
渡
海
之
儀
、
去
年
貴
殿
被
仰
せ

候
ハ
、
大
屋
九
右
衛
門
方
ハ
同
心
無
之
候
間
、
貴
様
斗
に
て
可
遣
哉
と
被

申
候
間
、
ⓝ
其
節
我
等
申
候
ハ
当
分
同
心
無
之
候
て
も
重
而
所
務
も
有
之

候
、
大
屋
も
渡
度
と
被
申
に
て
可
有
之
候
、
口
上
ニ
て
ハ
無
同
心
と
申
分

ハ
実
儀
共
不
被
存
候
、
其
内
ハ
貴
様
斗
御
渡
し
可
被
成
哉
と
申
置
候
、
ⓞ

今
度
九
右
衛
門
殿
被
参
被
申
候
ハ
市
兵
衛
同
意
ニ
小
船
渡
海
仕
度
旨
候
、

ⓟ
拙
者
挨
拶
仕
候
ハ
、
尤
左
様
可
有
之
と
存
候
、
去
々
年
村
川
大
分
之
損

仕
候
由
候
、
因
茲
先
来
年
も
村
川
船
遣
し
大
屋
渡
番
来
ル
丑
寅
両
年
ゟ
九

右
方
渡
し
、
夫
ゟ
如
例
両
人
ニ
て
順
々
ニ
御
渡
し
可
然
候
、
ⓠ
彼
嶋
者
草
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第
２
号

木
も
無
御
座
少
し
之
所
、
別
之
所
務
無
之
み
ち
油
取
申
一
種
之
由
候
、
於

然
者
互
事
六
ヶ
敷
無
之
様
御
談
合
可
被
成
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
右
之
通
村
川
市
兵
衛
方
へ
申
遣
候
、
為
念
案
書
懸
御
目
候
、
以
上

　
　
　
　
九
月
八
日 

亀
山
庄
左
衛
門
　
■
（
花
押
）　
　

　
　
　
　
大
屋
道
喜
様

 
（
大
谷
家
古
文
書
二

－

二
五
／
「
阿
倍
一
門
」
四
六
）

　﹇
史
料
2
﹈
に
よ
れ
ば
、
松
島
（
今
日
の
竹
島
）
へ
小
船
を
派
遣
し
た
い

と
す
る
大
谷
家
の
意
向
が
旗
本
阿
部
家
の
家
臣
亀
山
庄
屋
左
衛
門
に
伝
え
ら

れ
、
亀
山
は
村
川
市
兵
衛
と
相
談
を
行
っ
た
（
ⓔ
）。
去
年
＝
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）
に
は
村
川
市
兵
衛
が
松
島
渡
海
を
行
っ
た
が
着
船
で
き
ず
、

大
き
な
損
失
を
出
し
た
。
そ
れ
で
ま
ず
は
市
兵
衛
の
松
島
渡
海
を
優
先
し
、

大
谷
家
の
松
島
渡
海
は
そ
の
次
の
と
き
に
す
る
の
が
良
い
と
亀
山
は
大
谷
九

右
衛
門
に
伝
え
る
（
ⓕ
）。
同
じ
趣
旨
は
追
記
（
ⓗ
ⓘ
）
で
も
繰
り
返
さ
れ

て
念
押
し
さ
れ
る
。
ま
た
、
亀
山
か
ら
大
谷
九
右
衛
門
に
対
し
、
こ
う
し
た

相
談
事
が
手
紙
の
往
復
で
な
さ
れ
て
い
る
と
細
か
な
調
整
が
で
き
な
い
こ

と
、
書
面
で
見
る
限
り
は
村
川
家
と
大
谷
家
の
あ
い
だ
で
は
松
島
渡
海
に
対

す
る
温
度
差
が
あ
る
こ
と
、
市
兵
衛
と
面
談
す
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
る

（
ⓖ
）。

　
と
こ
ろ
で
﹇
史
料
2
﹈
ⓖ
に
み
え
る
村
川
家
・
大
谷
家
の
温
度
差
は
﹇
史

料
5
﹈
に
具
体
的
に
示
さ
れ
る
。
万
治
元
年
に
村
川
市
兵
衛
が
亀
山
庄
左
衛

門
に
語
っ
た
（﹇
史
料
2
﹈
ⓔ
に
該
当
す
る
か
）
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
松
島

へ
の
渡
海
事
業
に
つ
い
て
は
大
谷
家
が
同
意
し
な
い
の
で
村
川
家
単
独
で
行

い
た
い
（
ⓜ
）
と
い
う
。
亀
山
は
こ
れ
に
対
し
、
大
谷
家
も
当
分
は
同
意
し

な
い
に
し
て
も
、
い
ず
れ
そ
の
う
ち
松
島
渡
海
を
し
た
い
と
望
む
だ
ろ
う
か

ら
、
そ
れ
ま
で
は
村
川
家
単
独
で
渡
海
す
れ
ば
良
い
（
ⓝ
）
と
返
答
し
た
。

そ
れ
が
万
治
二
年
に
な
っ
て
大
谷
家
の
方
か
ら
松
島
渡
海
を
し
た
い
と
の
申

し
出
が
あ
っ
た
（
ⓞ
）
の
で
、
亀
山
か
ら
は
、
去
々
年
＝
明
暦
三
年
（
一
六

五
七
）
に
は
村
川
市
兵
衛
が
松
島
渡
海
で
大
き
な
損
失
を
出
し
た
の
で
、
来

年
は
村
川
が
松
島
渡
海
を
行
い
、
大
谷
は
次
の
丑
寅
両
年
か
ら
渡
海
を
始

め
、
そ
の
の
ち
は
大
谷
・
村
川
両
家
が
順
番
で
交
代
に
渡
海
を
し
て
は
ど
う

か
（
ⓟ
）
と
伝
え
た
と
い
う
。

　
次
の
﹇
史
料
6
﹈
は
未
紹
介
・
未
翻
刻
史
料
だ
が
、
日
付
・
内
容
か
ら
す

れ
ば
﹇
史
料
5
﹈
と
同
時
に
大
谷
道
喜
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
で
あ
ろ
う
。
お

そ
ら
く
は
同
年
七
月
二
五
日
付
大
谷
道
喜
書
状
に
は
大
谷
家
も
松
島
渡
海
を

行
い
た
い
希
望
が
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
江
戸
の
阿
部
家
を

訪
れ
た
大
谷
九
右
衛
門
も
口
頭
で
そ
う
し
た
希
望
を
述
べ
た
。
し
か
し
そ
れ

ら
は
「
道
喜
・
九
右
衛
門
父
子
の
御
油
断
」
で
あ
る
と
亀
山
は
厳
し
く
批
判

す
る
（
ⓢ
ⓤ
）。「
油
断
」
と
は
、
村
川
が
提
案
し
実
行
し
て
き
た
松
島
渡
海

に
対
し
て
、
大
谷
家
が
な
か
な
か
同
意
し
な
か
っ
た
こ
と
を
落
ち
度
だ
と
批

判
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
亀
山
（
阿
部
家
）
と
し

て
は
精
一
杯
周
旋
し
よ
う
と
い
う
（
ⓣ
ⓤ
）。
だ
か
ら
、
今
後
は
村
川
家
と

都
合
良
く
相
談
を
行
っ
て
松
島
渡
海
を
行
う
よ
う
に
と
誘
う
の
で
あ
る
。
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十
七
世
紀
竹
島
漁
業
史
の
た
め
に
（
池
内
）

　﹇
史
料
6
﹈
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）

　
　
　
尚
々
ⓤ
貴
様
・
九
右
衛
門
殿
御
油
断
之
通
九
右
衛
門
殿
申
候
、
具
申

達
候
、
然
共
拙
者
随
分
肝
煎
申
候
、
左
様
ニ
御
心
得
可
被
成
候
、
以

来
九
右
衛
門
殿
御
息
御
越
し
可
被
成
候
由
可
得
御
意
候
と
存
候
事

候
、
以
上

　
七
月
廿
五
日
貴
札
忝
拝
見
、
殊
下
緒
一
具
被
懸
御
意
過
分
不
浅
候
、
先
以

貴
老
様
御
無
為
御
座
候
而
目
出
珍
重
不
過
と
存
候
、
我
等
儀
も
無
恙
罷
在

候
間
可
被
安
御
心
候
、
ⓢ
今
度
御
同
名
九
右
衛
門
殿
御
御
越
、
小
舟
渡
海

之
儀
被
仰
聞
候
、
右
ゟ
之
段
々
口
上
ニ
具
申
達
候
、
貴
様
御
父
子
御
油
断

と
存
事
候
、
然
共
ⓣ
村
川
市
兵
衛
方
へ
書
状
越
申
候
、
能
様
ニ
御
相
談
可

被
成
候
、
猶
期
後
音
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
九
月
八
日 
亀
山
庄
左
衛
門
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
道
喜
様
　
御
報

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

二
四
／
「
阿
倍
一
門
」
四
四
）

　
以
上
を
時
系
列
で
再
整
理
し
よ
う
。
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
こ
ろ
ま
で

に
は
村
川
市
兵
衛
は
松
島
渡
海
を
計
画
し
、
同
三
年
に
は
実
行
に
移
し
つ
つ

も
失
敗
に
終
わ
っ
て
大
き
な
損
失
を
出
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
大
谷
家

は
初
め
松
島
渡
海
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
万
治
元
年
（
一
六
五

八
）
と
二
年
、
連
年
で
阿
部
家
に
対
し
て
松
島
渡
海
を
希
望
す
る
旨
を
伝
え

て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
万
治
二
年
六
月
段
階
で
の
阿
倍
家
側
は
、
村
川
市

兵
衛
と
相
談
を
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
と
同
様
に
隔
年

交
代
で
行
う
の
が
良
か
ろ
う
と
助
言
し
た
（﹇
史
料
3
﹈
ⓙ
・﹇
史
料
4
﹈
ⓚ

ⓛ
）。
そ
れ
が
同
年
九
月
に
な
る
と
、
ま
ず
は
村
川
家
を
優
先
し
た
う
え

で
、
次
の
丑
年
か
ら
大
谷
家
が
松
島
渡
海
を
す
る
よ
う
に
と
指
示
が
具
体
化

す
る
（﹇
史
料
5
﹈
ⓟ
）。
こ
こ
に
い
う
丑
年
と
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）

に
当
た
る
。
そ
の
松
島
（
今
日
の
竹
島
）
は
「
草
木
も
な
い
小
さ
な
島
」
で

取
り
立
て
て
の
収
益
も
見
込
め
な
い
「
み
ち
油
（
ア
シ
カ
油
）
だ
け
」
の
島

だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
村
川
・
大
谷
両
家
で
互
い
に
問
題
を
生
じ
な
い
よ
う
に

き
ち
ん
と
話
し
合
い
を
し
て
渡
海
事
業
を
進
め
る
の
が
良
い
と
も
い
う

（﹇
史
料
5
﹈
ⓠ
）。

　
さ
て
、
大
谷
家
に
と
っ
て
の
最
初
の
松
島
渡
海
事
業
へ
向
け
て
阿
倍
家
と

大
谷
家
の
あ
い
だ
で
書
面
が
繰
り
返
し
や
り
取
り
さ
れ
る
様
子
が
﹇
史
料

7
﹈〜﹇
史
料
11
﹈
に
示
さ
れ
て
お
り
、﹇
史
料
7
﹈
ⓥ
、﹇
史
料
8
﹈
ⓦ
、

﹇
史
料
10
﹈
ⓧ
、﹇
史
料
11
﹈
ⓨ 

Ⓐ
は
、
い
ず
れ
も
大
谷
家
の
松
島
渡
海
が

来
年
（
丑
年
＝
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
））
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
﹇
史
料
9
﹈﹇
史
料
10
﹈
は
未
翻
刻
・
未
紹
介
史
料
だ
が
、

内
容
か
ら
み
て
当
該
時
期
の
一
連
の
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、﹇
史
料
7
﹈﹇
史

料
8
﹈﹇
史
料
11
﹈
は
、
川
上
健
三
と
本
稿
筆
者
に
よ
っ
て
年
代
比
定
が
済

ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
一
連
の
史
料
の
う
ち
﹇
史
料
8
﹈
ⓦ
に
み
え
る

「
先
年
四
郎
五
郎
御
老
中
様
へ
得
御
内
意
申
候
」
な
る
文
言
は
、
こ
れ
ま
で

「
松
島
渡
海
免
許
」
な
り
「
幕
府
の
公
認
・
許
諾
」
な
り
の
根
拠
と
し
て

再
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
松
島
（
今
日
の
竹
島
）
へ
の
渡
海
に
は
幕
府

の
公
認
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
解
釈
が
全
く
成
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り
立
た
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
稿
筆
者
が
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
大
谷
家
文
書
に
現
れ
る
「
老
中
の
内
意
」
な
る
文
言
か
ら
そ
う

し
た
解
釈
を
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
は
章
を
改
め
て
後
述
し
た
い
。

　﹇
史
料
7
﹈
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

　
　
　
尚
々
亡
父
四
郎
五
郎
我
等
へ
両
通
之
紙
面
令
披
見
得
其
意
候
、
遠
路

御
飛
札
過
分
之
至
候
、
近
日
村
川
市
兵
衛
可
被
致
当
着
候
間
、
其
節

可
申
述
候
、
已
上

　
過
八
日
之
御
飛
札
到
来
、
殊
下
緒
壱
具
贈
給
過
分
之
至
候
、
其
元
相
替
儀

無
之
無
事
之
旨
令
祝
着
候
、
亡
父
四
郎
五
郎
方
へ
預
御
音
札
令
承
知
候
、

去
三
月
相
果
我
等
共
悲
歎
申
事
候
、
ⓥ
来
年
御
手
前
舟
竹
嶋
へ
渡
海
、
松

島
へ
も
初
而
舟
可
被
指
越
之
旨
村
川
市
兵
衛
と
被
致
相
談
尤
ニ
候
、
委
細

者
家
来
亀
山
庄
左
衛
門
方
ゟ
可
申
達
候
間
不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
九
月
四
日 

阿
倍
権
八
郎
　
政
重
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
御
返
事

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

三
五
／
「
阿
倍
一
門
」
二
〇
）

　﹇
史
料
8
﹈
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

　
　
　
猶
以
村
川
市
兵
衛
殿
近
日
御
当
地
へ
御
参
府
可
被
成
候
由
被
仰
越

候
、
左
候
ハ
ヽ
渡
海
之
儀
直
段
ニ
可
承
候
、
市
兵
衛
被
帰
候
時
分
委

細
可
申
入
候
、
先
年
相
渡
候
証
文
ニ
具
可
有
御
座
候
間
、
今
以
其
通

ニ
舟
御
渡
し
可
被
成
候
、
御
仕
合
能
可
有
之
と
存
事
候
、
追
而
御
吉

左
右
可
承
候
、
已
上

　
八
月
八
日
之
御
飛
札
拝
見
、
先
以
貴
様
御
無
事
之
由
目
出
珍
重
ニ
存
候
、

然
者
四
郎
五
郎
儀
去
三
月
上
旬
ゟ
煩
出
仕
、
同
月
十
六
日
ニ
相
果
被
申

候
、
各
様
も
久
々
之
御
知
人
ニ
候
間
可
為
御
迷
惑
と
察
入
候
、
跡
式
之
儀

ハ
存
生
之
内
末
之
弟
権
八
郎
致
養
子
、
公
儀
相
済
候
間
可
安
御
心
候
、
病

中
ニ
も
御
老
中
様
各
御
見
廻
被
成
色
々
御
懇
被
遊
外
実
難
有
四
郎
五
郎
被

存
候
、
権
八
郎
儀
今
以
四
郎
五
郎
同
前
ニ
御
老
中
様
御
懇
御
座
候
間
可
安

御
心
候
、
御
用
之
儀
も
御
座
候
ハ
ヽ
四
郎
五
郎
同
前
ニ
可
被
仰
越
候
、
少

も
如
在
申
間
敷
候
、
将
又
ⓦ
来
年
ゟ
竹
嶋
之
内
松
嶋
へ
貴
様
舟
御
渡
之
筈

ニ
御
座
候
旨
、
先
年
四
郎
五
郎
御
老
中
様
へ
得
御
内
意
申
候
、
渡
海
之
番

年
相
定
、
市
兵
衛
殿
・
貴
様
へ
証
文
相
渡
置
候
間
、
村
川
殿
と
御
相
談
候

而
、
其
証
文
次
第
ニ
可
被
成
候
、
市
兵
衛
殿
も
貴
様
も
其
証
文
之
通
少
し

も
御
違
背
者
有
之
間
敷
儀
と
存
候
、
猶
期
後
音
之
時
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
九
月
五
日 

亀
山
庄
左
衛
門
　
■
■
（
花
押
）　
　

　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
御
報

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

三
四
／
「
阿
倍
一
門
」
三
二
）

　﹇
史
料
9
﹈
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

　
　
　
尚
々
来
年
舟
可
被
相
渡
之
旨
尤
候
、
委
細
者
庄
左
衛
門
方
ゟ
可
申
達

候
、
以
上

　
一
筆
令
啓
達
候
、
家
来
亀
山
庄
左
衛
門
方
迄
被
入
御
念
御
状
殊
ニ
長
崎
足

袋
廿
足
入
壱
箱
贈
給
欣
然
之
至
候
、
何
も
村
川
市
兵
衛
帰
宅
之
刻
可
申
宣
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十
七
世
紀
竹
島
漁
業
史
の
た
め
に
（
池
内
）

候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
十
月
十
八
日 

阿
部
権
八
郎
　
政
重
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
人
々
御
中

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

一
五
／
「
阿
倍
一
門
」
一
七
）

　﹇
史
料
10
﹈
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

　
　
　
尚
々
遠
国
両
度
御
飛
脚
被
下
別
而
〳
〵
忝
奉
存
候
、
両
嶋
御
舟
帰
朝

御
仕
合
能
候
へ
か
し
と
奉
存
候
、
来
年
御
出
御
目
見
へ
可
被
成
候
事

候
、
其
節
可
得
御
意
候
、
以
上
、

　
　
又
候
哉
、
此
度
も
飛
脚
被
遣
、
殊
更
権
八
郎
方
へ
長
崎
足
袋
廿
足
、
拙

者
方
へ
も
同
足
袋
拾
足
被
掛
御
意
忝
奉
存
候
、

　
一
ⓧ
来
年
者
貴
様
竹
島
之
内
松
嶋
へ
御
船
御
渡
し
被
成
付
当
年
ゟ
御
支
度

之
旨
尤
存
候
、
今
度
村
川
市
兵
衛
殿
御
当
地
へ
被
参
候
間
則
其
段
申
談

候
、
御
仕
合
能
御
舟
帰
朝
之
節
貴
様
御
当
地
へ
御
越
可
被
成
御
目
見
へ

候
、
来
春
抔
御
出
は
必
無
用
候
、

　
一
御
不
例
付
市
兵
衛
御
目
見
へ
い
ま
た
相
済
不
申
候
、
永
々
御
逗
留
付
彼

仁
被
致
難
儀
候
、
権
八
郎
随
分
被
入
情
候
へ
と
も
御
不
例
付
延
引
仕

候
、

　
一
思
召
寄
両
度
迄
御
飛
脚
被
遣
別
而
御
心
入
と
被
存
候
、
御
参
府
之
節
面

談
ニ
御
礼
可
被
申
候
へ
と
も
我
等
方
ゟ
懇
ニ
御
礼
申
入
候
様
ニ
と
の
事

候
、
我
等
儀
も
弥
息
災
奉
公
仕
候
、
可
安
御
心
候
事
候
、
面
上
ニ
と
申

残
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
十
月
十
八
日 

亀
山
庄
左
衛
門
　
■
■
（
花
押
）　
　

　
　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
報

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

三
六
／
「
阿
倍
一
門
」
四
三
）

　﹇
史
料
11
﹈
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

　
村
川
市
兵
衛
殿
昨
十
五
日
首
尾
能
御
目
見
相
調
被
罷
帰
候
ニ
付
一
筆
令
啓

候
、
此
表
別
条
無
之
権
八
郎
堅
固
被
罷
在
候
、
我
等
儀
も
無
恙
罷
達
候
間

可
安
御
心
候
、
先
以
先
日
之
御
飛
脚
海
陸
無
事
着
申
候
哉
無
心
元
存
候
、

然
者
ⓨ
来
丑
年
竹
嶋
松
嶋
へ
弥
貴
様
御
舟
御
渡
被
成
候
筈
市
兵
衛
方
と
今

度
申
談
候
、
左
様
御
心
得
年
内
ゟ
御
支
度
可
被
成
候
、
御
仕
合
能
帰
朝
之

時
分
可
預
御
左
右
候
、
将
又
ⓩ
竹
嶋
ゟ
桐
之
木
御
取
寄
大
坂
迄
御
届
可
被

下
候
、
大
坂
ニ
て
相
良
壱
岐
守
殿
蔵
屋
敷
迄
御
届
可
被
成
候
、
彼
御
留
主

居
衆
源
水
仁
兵
衛
殿
・
川
原
又
兵
衛
殿
と
申
仁
両
人
御
座
候
、
彼
御
方
へ

内
々
申
遣
置
候
、
御
断
候
ハ
ヽ
無
相
違
請
取
可
被
申
候
と
存
候
、
権
八
郎

方
へ
二
本
程
、
我
等
も
一
本
可
申
受
候
、
遠
路
乍
御
六
借
■
入
候
、
此
方

ニ
而
珍
敷
木
ニ
て
御
座
候
間
御
無
心
申
入
候
、
壱
岐
守
殿
御
屋
鋪
者
今
度

村
川
市
兵
衛
御
存
知
ニ
て
御
座
候
、
少
向
御
参
府
之
時
分
可
得
御
意
候
、

恐
惶
謹
言

　
　
　
十
一
月
十
六
日 

亀
山
庄
左
衛
門
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
人
々
御
中

　
　
　
尚
々
今
度
も
村
川
と
弥
貴
殿
申
談
候
、
Ⓐ
明
丑
年
ハ
貴
殿
両
嶋
へ
舟
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御
渡
候
筈
仕
候
、
兼
而
ゟ
申
渡
候
通
少
も
相
違
無
之
候
間
、
左
様
御

心
得
可
被
成
候
、
以
上

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

二
七
／
「
阿
倍
一
門
」
三
四
）

（
2
）
そ
の
ほ
か
の
史
料
に
つ
い
て

　
こ
の
ほ
か
大
谷
家
古
文
書
中
の
松
島
渡
海
に
関
連
す
る
未
翻
刻
・
未
紹
介

史
料
を
以
下
に
掲
げ
て
簡
単
に
解
説
を
付
し
て
お
き
た
）
8
（

い
。

　﹇
史
料
12
﹈
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
以
前

　
　
　
尚
々
Ⓔ
同
姓
瀬
兵
衛
殿
書
状
も
不
進
候
、
御
な
つ
か
し
く
候
、
互
ニ

年
上
候
ま
ゝ
御
目
ニ
か
ゝ
り
申
ま
し
き
か
と
一
入
御
な
つ
か
し
く

候
、
以
上

　
　
八
月
五
日
之
貴
札
拝
見
、
先
以
Ⓑ
貴
様
御
父
子
弥
御
堅
固
御
勤
仕
候
旨

珍
重
存
候
、
此
表
別
条
無
御
座
、
四
郎
五
郎
一
家
無
為
被
罷
在
候
、
次

拙
者
式
も
息
災
ニ
勤
候
間
可
御
心
易
候
、
御
紙
面
則
四
郎
五
郎
披
見
被

申
候
、

　
一
内
々
御
無
心
申
候
物
竹
嶋
ニ
而
御
調
被
下
大
坂
ゟ
橘
屋
清
二
郎
相
届
御

注
文
之
通
無
相
違
相
達
、
則
別
紙
ニ
請
取
手
形
進
之
候
、

　
一
Ⓒ
竹
嶋
松
嶋
両
所
江
御
船
被
遣
無
事
帰
朝
目
出
珍
重
奉
存
候
、
此
方
ニ

而
も
悦
被
申
候
、

　
一
Ⓓ
此
方
ゟ
望
之
注
文
之
内
栴
檀
板
壱
枚
乗
物
之
棒
拙
者
誂
之
桐
木
船
中

ニ
而
捨
り
申
由
残
念
之
御
事
候
、
然
共
御
船
無
何
事
目
出
度
奉
存
候
、

　
一
大
久
保
和
泉
守
方
江
御
状
箱
相
届
申
候
、
此
便
俄
故
御
返
事
跡
ゟ
可
進

候
、

　
一
村
川
市
兵
衛
殿
御
下
首
尾
能
被
致
御
目
見
、
早
速
御
帰
候
、
定
而
様
子

御
聞
可
被
成
と
存
候
、
其
節
も
御
報
ニ
申
入
候
、
相
届
可
申
と
存
候
、

猶
期
後
音
時
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
十
一
月
廿
二
日 

亀
山
勝
左
衛
門
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
御
報

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

三
一
／
「
阿
倍
一
門
」
四
一
）

　
右
の
﹇
史
料
12
﹈
で
は
傍
線
Ⓒ
に
松
島
の
名
が
見
え
る
。
Ⓑ 

Ⓔ
か
ら
す

る
と
宛
先
た
る
大
谷
九
右
衛
門
の
父
瀬
兵
衛
（
先
代
九
右
衛
門
の
隠
居
名
）

が
健
在
の
よ
う
で
あ
る
。
瀬
兵
衛
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
九
月
三
日
に

没
し
た
か
ら
、﹇
史
料
12
﹈
は
延
宝
六
年
以
前
の
も
の
と
な
る
。
Ⓓ
の
既
述

は
必
ず
し
も
松
島
の
こ
と
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
と

関
連
す
る
事
項
で
あ
ろ
う
が
、
帰
航
途
中
で
積
荷
を
海
中
へ
投
棄
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
様
子
か
ら
す
れ
ば
、
渡
海
事
業
の
不
安
定
さ
を
示
す
も
の
で
あ

る
。

　
次
に
示
す
﹇
史
料
13
﹈﹇
史
料
14
﹈
は
、
同
じ
六
月
二
日
付
大
谷
九
右
衛

門
書
状
に
対
す
る
阿
倍
政
重
﹇
史
料
13
﹈
と
亀
山
数
右
衛
門
﹇
史
料
14
﹈
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
の
返
信
で
あ
る
。
Ⓕ 

Ⓚ
い
ず
れ
も
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）

九
月
三
日
の
こ
と
だ
か
ら
、﹇
史
料
13
﹈﹇
史
料
14
﹈
は
延
宝
九
年
の
も
の
と

分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
年
に
阿
倍
家
家
臣
亀
山
庄
左
衛
門
の
没
し
た
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十
七
世
紀
竹
島
漁
業
史
の
た
め
に
（
池
内
）

こ
と
が
分
か
り
Ⓙ 

Ⓛ
、
し
た
が
っ
て
﹇
史
料
14
﹈
の
差
出
者
が
代
替
わ
り

を
し
た
亀
山
数
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。﹇
史
料
13
﹈
Ⓖ
・﹇
史
料
14
﹈
Ⓜ
か

ら
、
松
島
渡
海
も
ま
た
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
Ⓜ
に
よ
れ

ば
「
打
続
ヶ
様
ニ
御
不
仕
合
嘸
々
御
難
儀
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
松
島
で
の

事
業
遂
行
は
困
難
な
こ
と
の
方
が
常
態
化
し
て
い
た
と
見
て
も
良
い
ほ
ど
で

あ
る
。
松
島
だ
け
で
な
く
竹
島
（
鬱
陵
島
）
の
収
益
も
あ
が
ら
な
か
っ
た

（
Ⓗ
）
か
ら
、
今
後
は
村
川
船
と
大
谷
船
と
に
よ
る
隔
年
交
代
で
の
渡
海
事

業
と
い
う
従
来
の
方
式
を
改
め
て
、
一
緒
に
渡
航
し
て
収
益
を
折
半
す
る
方

式
へ
の
変
更
が
模
索
さ
れ
て
い
る
（﹇
史
料
13
﹈
Ⓘ
）。
そ
し
て
、
同
年
中
に

は
具
体
化
し
、
大
谷
・
村
川
両
家
で
確
認
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
（﹇
史

料
15
﹈）。

　﹇
史
料
13
﹈
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）

　
　
　
尚
々
其
方
気
分
本
復
候
哉
、
渡
海
之
船
之
事
市
兵
衛
と
御
相
談
、
一

所
ニ
可
然
候
、
此
方
用
事
候
ハ
ヽ
可
申
越
候
、
Ⓙ
庄
左
衛
門
も
相

果
、
我
等
も
別
而
不
便
ニ
存
候
、
以
上

　
　
村
川
市
兵
衛
参
府
付
而
、
六
月
二
日
之
芳
札
過
分
之
至
候
、
其
方
気
色

悪
在
之
付
市
兵
同
前
ニ
参
府
無
之
段
、
今
程
御
本
復
候
哉
無
心
元
候
、

市
兵
衛
儀
去
廿
八
日
首
尾
能
御
目
見
仕
廻
恐
悦
罷
帰
候
間
、
様
子
可
被

申
候
、

　
一
其
方
今
度
病
気
付
参
府
無
之
候
而
も
不
苦
候
、
今
少
間
を
置
参
府
可
然

候
、
其
趣
寺
社
奉
行
衆
江
申
候
趣
市
兵
衛
口
上
可
被
申
候
、

　
一
Ⓕ
同
性
瀬
兵
衛
儀
去
々
年
九
月
三
日
ニ
死
去
之
由
、
曽
而
不
存
無
音
心

外
之
至
候
、
嘸
悲
歎
力
落
ニ
而
可
有
之
と
存
候
、
我
等
共
も
久
々
之
知

人
故
残
念
候
、

　
一
近
年
竹
嶋
之
様
子
不
宜
旨
市
兵
衛
物
語
承
之
候
、
剰
Ⓖ
松
嶋
渡
海
之
船

破
損
之
儀
笑
止
千
万
候
、
市
兵
衛
儀
も
Ⓗ
近
年
両
嶋
共
ニ
所
務
無
之
難

儀
候
由
申
候
、
此
上
者
Ⓘ
其
方
市
兵
衛
相
談
を
以
両
人
一
所
ニ
船
遣
、

帰
帆
損
得
両
方
割
付
可
然
候
、
市
兵
衛
と
も
令
直
談
候
、
弥
其
方
も
其

通
被
存
候
者
右
之
通
可
被
遂
相
談
候
、
委
細
市
兵
衛
申
含
候
、
且
又
我

等
儀
も
無
恙
在
之
候
、
猶
期
後
音
之
時
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
八
月
二
日 

阿
倍
四
郎
五
郎
　
政
重
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
御
返
事

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

二
三
／
「
阿
倍
一
門
」
二
三
）

　﹇
史
料
14
﹈
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）

　
　
　
尚
々
御
気
色
無
御
油
断
御
保
養
可
被
成
候
、
此
方
御
用
等
も
御
座
候

ハ
ヽ
可
被
仰
聞
候
、
不
相
易
可
得
御
意
候
、
市
兵
衛
殿
ニ
も
今
度
初

而
得
御
意
候
、
此
方
之
様
子
市
兵
衛
殿
へ
御
物
語
可
被
申
候
、
以
上

　
　
今
度
村
川
市
兵
衛
殿
御
越
付
同
性
庄
左
衛
門
方
江
六
月
二
日
之
御
札
拝

見
、
御
紙
面
之
趣
四
郎
五
郎
為
申
聞
候
、
先
以
貴
様
御
事
去
四
月
頃
ゟ

御
気
分
勝
不
申
之
由
無
御
心
許
奉
存
候
、
依
之
此
度
御
出
無
之
旨
御
尤

候
、
無
御
油
断
御
保
養
可
被
成
候
、

　
一
村
川
市
兵
衛
首
尾
能
御
目
見
相
済
、
所
持
無
残
所
御
仕
舞
御
帰
候
、
我
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名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
論
集 

第
２
号

等
共
迄
大
慶
存
事
、

　
一
Ⓚ
御
老
父
去
々
年
九
月
三
日
御
死
去
被
成
候
由
被
仰
下
候
、
兎
角
可
申

述
様
無
御
座
候
、
四
郎
五
郎
も
御
残
多
候
由
呉
々
被
申
出
候
、

　
一
Ⓛ
同
姓
庄
左
衛
門
儀
去
二
月
初
頃
ゟ
相
煩
、
養
生
色
々
尽
養
保
候
得
共

可
相
叶
、
四
月
八
日
相
果
申
、
無
是
非
仕
合
御
察
可
被
下
候
、
御
亡
父

御
事
御
懐
敷
抔
と
常
々
被
申
出
候
得
共
貴
様
御
事
御
代
々
之
御
近
付
ニ

而
御
残
多
可
被
思
召
候
、

　
一
Ⓜ
松
嶋
渡
海
舟
破
損
候
様
子
別
紙
ニ
御
書
付
被
下
、
則
為
見
申
候
、
打

続
ヶ
様
ニ
御
不
仕
合
嘸
々
御
難
儀
ニ
可
有
之
候
と
市
兵
衛
拙
者
共
々
御

噂
事
被
申
出
候
、

　
一
庄
左
衛
門
数
年
各
様
御
慈
志
之
段
兼
存
候
、
此
上
不
相
易
御
心
易
可
得

御
意
、
此
方
相
応
之
御
用
向
等
も
御
座
候
ハ
ヽ
可
相
弁
候
、
四
郎
五
郎

方
ゟ
も
委
細
以
書
状
被
申
入
候
、
猶
以
拙
者
ゟ
も
右
之
段
可
申
進
候
由

被
申
付
候
、
猶
期
後
音
之
時
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
八
月
三
日 

亀
山
数
右
衛
門
　
政
親
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
御
返
事

 

（
大
谷
家
古
文
書
二

－

三
八
／
「
阿
倍
一
門
」
四
二
）

　﹇
史
料
15
﹈
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）

　
竹
島
渡
海
之
所
務
打
込
相
談
相
決
候
節
、
村
川
市
兵
衛
よ
り
手
前
差
越
候

一
札
于
今
所
持
申
候
付
、
為
念
此
所
ニ
写
置
申
候
、

　
　
　
　
　
取
替
シ
申
一
札
之
事

　
一
当
暮
ゟ
竹
嶋
松
嶋
自
今
以
後
寄
合
之
所
務
ニ
仕
候
、
然
上
ハ
此
儀
ニ
付

縦
損
亡
在
之
候
て
も
利
分
在
之
候
て
も
両
人
割
符
仕
、
右
之
算
用
少
も

無
相
違
可
致
事
、

　
一
両
嶋
帰
帆
砌
所
務
之
品
々
少
ニ
而
も
無
偽
明
白
ニ
可
申
相
事
、

　
一
両
嶋
仕
出
之
算
用
、
是
又
互
ニ
少
ニ
而
も
隠
偽
申
間
敷
事
、

　
　
右
如
一
札
之
子
共
之
代
ニ
至
迄
両
嶋
寄
合
ニ
仕
候
、
然
上
ハ
互
無
延
慮

致
相
談
、
嶋
仕
出
し
入
目
互
疑
無
之
様
ニ
可
仕
候
、
尤
損
亡
又
ハ
利
分

在
之
候
節
ハ
猶
以
両
人
割
符
無
相
違
様
ニ
算
用
可
申
事
、
仍
テ
為
後
々

年
之
一
札
如
件
、

　
　
　
天
和
元
年
酉
ノ
十
二
月
廿
三
日 

村
川
市
兵
衛
　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
殿

 

（
大
谷
家
古
文
書
一

－

二
五
／
「
阿
倍
一
門
」
四
七
）

二
　「
老
中
の
内
意
」
に
つ
い
て

　
大
谷
家
文
書
に
含
ま
れ
る
書
状
原
本
お
よ
び
「
阿
倍
一
門
」
に
筆
録
さ
れ

た
書
状
を
見
る
限
り
、
そ
の
文
中
に
「
老
中
の
内
意
」
な
る
文
言
を
含
む
も

の
と
し
て
は
前
掲
の
も
の
の
ほ
か
に
次
の
一
点
﹇
史
料
20
傍
線
⑰
﹈
を
得

る
。
ま
た
、﹇
史
料
20
﹈
と
関
連
す
る
文
書
と
し
て
﹇
史
料
16
﹈〜﹇
史
料

19
﹈
を
得
ら
れ
る
か
ら
、
ま
ず
は
﹇
史
料
16
﹈〜﹇
史
料
20
﹈
に
つ
い
て
概
観

し
て
そ
れ
ら
が
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
こ
こ
に

現
れ
る
「
老
中
の
内
意
」
な
る
文
言
の
意
味
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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十
七
世
紀
竹
島
漁
業
史
の
た
め
に
（
池
内
）

　﹇
史
料
16
﹈

　
①
正
月
八
日
別
紙
之
御
状
令
披
見
候
、
②
去
冬
首
尾
能
公
方
様
御
目
見
江

難
有
被
存
候
旨
尤
候
、
我
等
儀
も
弥
無
事
在
之
事
候
、
③
来
春
竹
嶋
へ
舟

被
相
渡
之
旨
、
無
事
着
岸
之
左
右
可
承
候
、
④
材
木
之
儀
両
人
へ
之
書
状

申
達
候
、
次
重
而
者
子
息
御
目
見
ニ
可
被
指
越
候
由
令
承
知
候
、
一
段
可

然
候
、
無
気
遣
御
越
可
有
之
候
、
猶
期
後
音
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
正
月
晦
日 

阿
倍
四
郎
五
郎
　
政
重
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
郎
右
衛
門
様
　
御
返
報

 
（
大
谷
家
二

－

二
〇
、「
阿
倍
一
門
」
二
）

　﹇
史
料
17
﹈

　
　
　
尚
々
為
音
問
下
緒
大
小
弐
包
贈
給
欣
然
之
至
候
、
以
上

　
⑤
正
月
八
日
連
判
之
飛
札
令
披
見
候
、
改
年
之
吉
慶
雖
事
旧
候
珍
重
候
、

其
表
相
替
義
無
之
何
も
無
事
越
年
之
旨
令
満
足
候
、
我
等
義
無
恙
罷
在
事

候
、
然
者
⑥
去
冬
大
屋
九
右
被
申
聞
候
趣
市
兵
も
同
前
ニ
候
由
令
承
知

候
、
⑦
両
人
談
合
之
上
勝
手
次
第
竹
嶋
ゟ
舟
渡
海
、
材
木
伐
可
被
申
候
、

⑧
不
及
申
候
得
共
、
彼
嶋
材
木
な
と
取
候
付
他
所
之
者
入
込
、
以
来
脇
ゟ

訴
詔
人
在
之
六
ヶ
敷
事
出
来
不
申
思
案
尤
候
、
⑨
委
細
者
家
来
亀
山
庄
左

衛
門
方
ゟ
可
申
達
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
正
月
晦
日 

阿
倍
四
郎
五
郎
　
政
重
（
花
押
）　
　

　
　
　
村
川
市
兵
衛
様

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様 

（
大
谷
家
二

－

一
九
、「
阿
倍
一
門
」
九
）

　﹇
史
料
18
﹈

　
⑩
去
八
日
之
一
翰
令
披
見
候
、
先
以
新
暦
之
御
慶
雖
事
旧
候
、
猶
更
不
可

有
際
限
候
、
然
者
其
表
無
別
条
貴
殿
堅
固
之
由
珍
重
候
、
如
承
意
⑪
去
冬

者
御
下
久
々
ニ
而
遂
向
顔
満
足
仕
候
、
存
之
外
早
速
帰
国
付
而
暇
乞
ニ
以

使
も
不
申
心
外
候
、
首
尾
能
被
致
御
目
見
へ
恐
悦
之
由
尤
存
候
、
将
又
爰

元
一
段
御
静
謐
、
我
等
一
類
共
堅
固
之
事
、
随
而
⑫
竹
嶋
材
木
之
儀
同
名

四
郎
五
郎
方
江
被
申
越
由
得
其
意
候
、
猶
期
永
日
之
時
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
正
月
廿
七
日 

阿
倍
忠
右
衛
門
　
正
義
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
返
事

 

（
大
谷
家
二

－

七
、「
阿
倍
一
門
」
二
六
）

　﹇
史
料
19
﹈

　
　
　
尚
々
⑱
竹
嶋
ゟ
材
木
取
候
義
、
委
細
ハ
別
紙
申
入
候
、
以
上

　
⑬
去
八
日
之
御
飛
札
令
拝
見
候
、
如
仰
改
年
之
御
吉
慶
珍
重
候
、
弥
御
無

事
ニ
御
越
年
目
出
度
候
、
拙
者
も
無
異
儀
越
年
申
候
、
⑭
去
年
ハ
首
尾
能

御
目
見
早
々
相
調
、
御
帰
府
目
出
度
候
、
重
而
御
子
息
御
越
可
被
成
候
由

得
其
意
候
、
御
馳
走
申
候
、
⑮
御
書
面
四
郎
五
郎
初
和
泉
守
・
忠
右
衛

門
・
八
郎
右
衛
門
ニ
具
ニ
可
申
聞
候
、
内
々
頼
入
候
桐
一
本
御
取
寄
大
坂

迄
御
届
ヶ
可
被
下
候
、
我
等
用
と
御
座
候
、
猶
期
後
音
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
正
月
晦
日 

亀
山
庄
左
衛
門
（
花
押
）　
　

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
御
報

 

（
大
谷
家
二

－

二
八
、「
阿
倍
一
門
」
三
六
）

363

十
三



名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
論
集 

第
２
号

　﹇
史
料
20
﹈

　
⑯
去
八
日
之
御
飛
札
拝
見
、
如
承
意
改
年
之
御
吉
慶
何
方
も
珍
重
申
納

候
、
然
者
⑰
竹
嶋
よ
り
材
木
御
取
被
成
度
之
段
、
則
御
老
中
様
江
四
郎
五

郎
得
御
内
意
候
処
、
両
人
之
者
勝
手
次
第
材
木
相
取
可
然
之
由
御
意
之
旨

御
座
候
、
就
夫
⑱
上
方
筋
ゟ
剛
者
成
も
の
壱
人
彼
嶋
江
遣
之
、
山
之
様
子

見
立
さ
せ
可
被
成
哉
之
由
尤
ニ
候
、
併
⑲
両
人
ゟ
切
米
御
出
御
や
と
い
候

て
ハ
不
苦
候
、
⑳
各
同
意
ニ
し
な
い
な
と
ニ
御
相
談
候
て
材
木
御
取
寄
候

ハ
ヽ
、
以
来
竹
嶋
江
運
上
指
上
ヶ
渡
海
仕
度
な
と
ゝ
御
公
儀
様
江
御
訴
詔

申
上
義
も
可
有
之
候
、
又
者
㉑
材
木
取
以
後
中
ま
出
入
抔
出
来
、
貴
様
方

御
両
人
公
事
之
及
沙
汰
、
御
公
儀
な
と
へ
御
出
か
之
儀
も
可
有
之
候
、
㉒

然
上
者
預
ヶ
置
御
六
ヶ
敷
と
被
思
召
、
彼
嶋
被
召
上
候
義
も
可
有
御
座

候
、
不
及
申
候
得
共
、
以
来
出
入
無
之
様
ニ
御
両
人
ニ
て
剛
者
成
も
の
御

や
と
い
切
、
渡
海
可
然
存
候
、
不
可
過
御
了
簡
候
、
右
之
段
㉓
拙
者
ゟ
念

比
ニ
申
越
候
様
ニ
と
四
郎
五
郎
被
申
付
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
正
月
晦
日 

亀
山
庄
左
衛
門
　
■
（
花
押
）　
　

　
　
　
村
川
市
兵
衛
様

　
　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
御
報

 

（
大
谷
家
二

－

二
九
、「
阿
倍
一
門
」
三
七
）

　﹇
史
料
16
﹈〜﹇
史
料
20
﹈
の
年
代
確
定
は
困
難
だ
が
、
阿
倍
政
重
が
遺
跡

を
継
ぐ
の
が
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
十
二
月
、
亀
山
庄
左
衛
門
の
没
年
月

が
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
四
月
な
の
で
、
そ
の
間
の
史
料
で
あ
る
。
正
月

八
日
付
の
大
谷
九
右
衛
門
書
状
① 

⑩ 

⑬
に
対
す
る
阿
倍
政
重
﹇
史
料
16
﹈・

阿
倍
正
義
﹇
史
料
18
﹈・
亀
山
庄
左
衛
門
﹇
史
料
19
﹈
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
返

信
、
正
月
八
日
付
の
大
谷
九
右
衛
門
・
村
川
市
兵
衛
連
署
状
⑤ 

⑯
に
対
す

る
阿
倍
政
重
﹇
史
料
17
﹈・
亀
山
庄
左
衛
門
﹇
史
料
20
﹈
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の

返
信
で
あ
る
。﹇
史
料
16
﹈
②
・﹇
史
料
18
﹈
⑪
・﹇
史
料
19
﹈
⑭
は
同
一
の

史
実
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
﹇
史
料
16
﹈﹇
史
料
18
﹈﹇
史
料

19
﹈
は
同
年
正
月
の
史
料
で
あ
る
。
ま
た
﹇
史
料
16
﹈
は
正
月
八
日
付
大
谷

書
状
を
受
け
て
の
大
谷
へ
の
返
信
だ
が
、
文
中
④
に
従
え
ば
、「
材
木
の
件

に
つ
い
て
は
両
人
（
大
谷
・
村
川
）
あ
て
書
状
を
送
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
「
両
人
あ
て
書
状
」
は
﹇
史
料
17
﹈
に
該
当
す
る
。﹇
史
料

20
﹈
は
﹇
史
料
17
﹈
⑨
を
受
け
て
返
信
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（﹇
史
料
20
﹈

㉓
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
﹇
史
料
17
﹈
を
受
け
て
返
信
さ
れ
た
も
の
と
分
か

る
）。
し
た
が
っ
て
、﹇
史
料
16
﹈〜﹇
史
料
20
﹈
の
返
信
五
通
は
す
べ
て
同
年

正
月
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
大
谷
は
来
春
竹
島
（
鬱
陵
島
）
へ
渡
航
予
定
で
あ
る
（﹇
史
料
16
﹈
③
）。

正
月
八
日
の
大
谷
書
状
は
、
そ
の
折
り
に
竹
島
（
鬱
陵
島
）
で
木
材
を
伐
採

す
る
こ
と
に
つ
い
て
阿
倍
家
の
意
向
を
質
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
阿

倍
政
重
（﹇
史
料
16
﹈
④
）・
阿
倍
忠
義
（﹇
史
料
18
﹈
⑫
）・
亀
山
庄
左
衛
門

（﹇
史
料
19
﹈
⑱
）
そ
れ
ぞ
れ
の
大
谷
九
右
衛
門
あ
て
返
書
の
内
容
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
件
は
、
大
谷
家
に
対
す
る
返
答
だ
け
で
は
全

う
し
う
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
大
谷
・
村
川
両
家
の
合
意
が
求
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
（﹇
史
料
17
﹈
⑦
、﹇
史
料
20
﹈
⑰
）。
そ
れ
は
大
谷
・
村
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十
七
世
紀
竹
島
漁
業
史
の
た
め
に
（
池
内
）

川
連
署
の
書
状
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
返
答
だ
っ
た
か
ら
で
も
あ

る
。

　
大
谷
・
村
川
連
署
の
書
面
は
、
阿
倍
家
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
問
い
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　
お
そ
ら
く
そ
の
書
面
に
は
竹
島
（
鬱
陵
島
）
で
の
木
材
伐
採
事
業
を
大

谷
・
村
川
両
家
が
合
意
し
て
行
い
た
い
と
の
趣
旨
が
書
か
れ
て
い
た
だ
ろ
う

（﹇
史
料
17
﹈
⑥
、﹇
史
料
20
﹈
⑰
冒
頭
部
分
）。
そ
し
て
伐
採
に
際
し
て
は

「
上
方
筋
ゟ
剛
者
成
も
の
壱
人
彼
嶋
江
遣
之
、
山
之
様
子
見
立
さ
せ
可
被
成

哉
」（﹇
史
料
20
﹈
⑱
）
と
い
う
の
が
、
大
谷
・
村
川
側
か
ら
す
れ
ば
最
も
知

り
た
か
っ
た
（
阿
倍
家
の
指
示
を
得
た
か
っ
た
）
点
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
は

そ
れ
ま
で
そ
う
し
た
よ
そ
者
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
事
業
は
、
常
に
鳥
取
藩
領
米
子
周
辺
お
よ
び
隠

岐
国
か
ら
労
働
力
を
調
達
し
て
行
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
竹
島
（
鬱
陵
島
）
で
の
材
木
伐
採
に
つ
い
て
、
阿
倍
家
か
ら
の
返
答
・
指

示
は
そ
れ
を
容
認
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
阿
倍
政
重
か
ら
は
「
両
人

談
合
之
上
勝
手
次
第
」（﹇
史
料
17
﹈
⑦
）
と
い
い
、
亀
山
庄
左
衛
門
か
ら
は

「
御
老
中
様
江
四
郎
五
郎
得
御
内
意
候
処
、
両
人
之
者
勝
手
次
第
材
木
相
取

可
然
之
由
御
意
之
旨
御
座
候
」（﹇
史
料
20
﹈
⑰
）
と
い
う
。
た
だ
し
条
件
が

付
さ
れ
て
い
た
。

　
阿
倍
は
、
そ
う
し
た
伐
採
の
場
所
へ
「
他
所
之
者
入
込
、
以
来
脇
ゟ
訴
詔

人
在
之
六
ヶ
敷
事
出
来
不
申
思
案
尤
候
」（﹇
史
料
17
﹈
⑧
）
と
述
べ
、
第
三

者
に
よ
る
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
事
業
へ
の
介
入
を
排
除
す
る
点
を
厳
し
く

求
め
た
。
そ
れ
を
さ
ら
に
敷
衍
さ
せ
て
述
べ
た
の
が
亀
山
で
あ
る
。

　
大
谷
・
村
川
が
柔
軟
に
対
応
し
よ
う
な
ど
と
相
談
し
て
（
し
な
い
〔
撓

い
〕
な
と
ニ
御
相
談
）
合
意
を
し
、
大
谷
・
村
川
以
外
の
よ
そ
者
が
竹
島

（
鬱
陵
島
）
で
伐
採
し
た
木
材
を
取
り
寄
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
り
し
た

ら
、
こ
の
先
、
幕
府
に
運
上
を
提
出
し
て
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
事
業
に
参

入
し
た
い
な
ど
と
訴
え
出
る
者
が
新
た
に
現
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

（﹇
史
料
20
﹈
⑳
）。
あ
る
い
は
、
材
木
伐
採
の
の
ち
に
共
同
で
伐
採
を
行
っ

て
い
た
よ
そ
者
と
の
あ
い
だ
で
も
め
事
が
起
こ
り
（「
仲
間
出
入
」）、
大

谷
・
村
川
両
家
が
公
儀
裁
定
の
場
に
訴
え
ら
れ
た
り
す
る
よ
う
な
事
態
も
あ

り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
（
同
㉑
）。
そ
う
し
た
事
態
に
至
れ
ば
、
大
谷
・

村
川
両
家
へ
竹
島
（
鬱
陵
島
）
を
預
け
お
く
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
竹
島
渡
海
の
特
権
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
（
同
㉒

前
半
）。
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
紛
議
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
大

谷
・
村
川
両
家
の
方
で
「
剛
者
成
も
の
御
や
と
い
切
」
に
し
（
同
㉒
後
半
）、

見
張
り
を
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
な
の
だ
（
同
⑱
）
と
い
う
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
文
脈
の
な
か
で
、
亀
山
の
発
言
の
な
か
に
「
御
老
中
様

江
四
郎
五
郎
得
御
内
意
候
処
、
両
人
之
者
勝
手
次
第
材
木
相
取
可
然
之
由
御

意
之
旨
御
座
候
」（﹇
史
料
20
﹈
⑰
）
な
る
文
言
が
登
場
す
る
。
阿
倍
も
亀
山

も
竹
島
（
鬱
陵
島
）
で
の
木
材
伐
採
に
際
し
て
第
三
者
の
介
入
を
排
除
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
老
中
の
内
意
」
の
範
囲
を
越
え
て
い
る
。

阿
倍
が
得
た
と
い
う
「
老
中
の
内
意
」
は
、
亀
山
書
面
の
限
り
で
は
、
大

谷
・
村
川
両
家
が
竹
島
（
鬱
陵
島
）
で
木
材
伐
採
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
得
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た
内
意
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
阿
倍
や
亀
山
は
竹
島

（
鬱
陵
島
）
渡
海
事
業
へ
の
第
三
者
の
介
入
を
排
除
せ
よ
と
言
う
が
、
そ
う

し
た
強
制
力
は
「
老
中
の
内
意
」
に
は
含
ま
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
大

谷
・
村
川
の
側
が
自
ら
「
剛
者
成
も
の
御
や
と
い
切
」
に
し
（﹇
史
料
20
﹈

㉒
後
半
）
て
そ
う
し
た
排
除
を
実
現
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
「
老
中
の
内
意
」
に
は
、
大
谷
・
村
川
の
特
権
を
保
護
す
る
だ
け
の
実
力

が
備
わ
ら
な
い
。

　
そ
も
そ
も
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
事
業
が
始
め
ら
れ
て
以
来
、
大
谷
・
村

川
は
折
に
触
れ
て
島
か
ら
材
木
を
切
り
出
し
、
と
き
に
は
造
船
ま
で
行
っ
て

帰
国
し
た
。
そ
れ
ら
に
際
し
て
「
老
中
の
内
意
」
を
得
た
形
跡
は
全
く
無

い
。﹇
史
料
20
﹈
に
見
え
る
「
老
中
の
内
意
」
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
効

力
を
期
待
さ
れ
て
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
木
材
伐
採
の
件
に
か
か
わ
っ
て
は
、
大
谷
・

村
川
両
家
に
対
し
第
三
者
の
介
入
を
排
除
す
る
よ
う
阿
倍
家
側
は
求
め
て
い

る
。
そ
の
排
除
を
確
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
、
大
谷
・
村
川
の
手
元
か
ら
竹
島

（
鬱
陵
島
）
渡
海
の
利
権
が
没
収
さ
れ
る
と
ま
で
述
べ
た
上
で
の
要
請
で
あ

る
。
も
し
「
老
中
の
内
意
」
が
幕
府
権
力
を
背
後
に
も
つ
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
第
三
者
の
排
除
を
行
う
よ
う
な
実
力
は
「
老
中
の
内
意
」

の
な
か
に
含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
第
三
者
の
排
除
は
大

谷
・
村
川
両
家
の
側
に
強
い
ら
れ
る
。
こ
の
史
料
に
見
え
る
「
老
中
の
内

意
」
に
は
そ
う
し
た
強
制
力
が
随
伴
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
老
中
の
内
意
」
は
阿
倍
政
重
書
状
に
は
現
れ
ず
、
亀
山
庄
左
衛

門
の
書
状
に
の
み
現
れ
る
。
ま
た
、「
老
中
の
内
意
」
と
い
い
な
が
ら
老
中

の
名
前
が
具
体
的
に
示
さ
れ
な
い
の
も
、
実
態
が
伴
わ
れ
な
い
こ
と
の
証
左

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
現
実
に
は
「
老
中
の
内
意
」
な
る
実
態
は
存
在
せ

ず
、
阿
倍
家
の
意
向
を
大
谷
・
村
川
両
家
に
強
制
さ
せ
る
た
め
に
亀
山
庄
左

衛
門
が
持
ち
出
し
て
き
た
権
威
づ
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。﹇
史
料
8
﹈

ⓦ
に
現
れ
る
「
老
中
の
内
意
」
も
ま
た
亀
山
庄
左
衛
門
の
書
状
中
に
の
み
現

れ
る
。
こ
れ
も
同
様
に
架
空
の
作
為
に
過
ぎ
な
い
。

お
わ
り
に

　
竹
島
（
鬱
陵
島
）
渡
海
事
業
も
松
島
（
今
日
の
竹
島
）
渡
海
事
業
も
、
大

谷
家
と
村
川
家
そ
し
て
阿
倍
家
の
三
者
が
緊
密
に
結
び
合
い
な
が
ら
実
現
さ

れ
、
そ
の
利
権
が
享
受
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
阿
倍
家
の
側
か
ら
す

れ
ば
、
そ
う
し
た
利
権
が
第
三
者
に
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
大
谷
家
や
村
川
家
な
い
し
は
両
家
と
も
ど
も

に
対
し
て
強
力
な
指
導
を
行
っ
た
。
そ
の
際
の
権
威
付
け
に
利
用
さ
れ
た
の

が
「
老
中
の
内
意
」
な
る
架
空
の
作
為
で
あ
っ
た
。

　
近
時
、
こ
の
「
老
中
の
内
意
」
を
歴
史
的
実
態
と
勘
違
い
を
し
た
論
を
立

て
る
者
が
あ
る
。
松
島
（
今
日
の
竹
島
）
渡
海
に
も
幕
府
の
許
諾
・
公
認
の

あ
っ
た
こ
と
を
是
が
非
で
も
論
じ
た
い
気
持
ち
が
先
に
立
つ
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
史
実
は
史
料
か
ら
組
み
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
そ
の
た
め
に
い
さ
さ
か
煩
雑
な
が
ら
未
紹
介
史
料
等
々
を
翻
刻
紹

介
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

﹇
付
記
﹈

　
二
〇
一
九
年
一
月
十
五
日
、
島
根
県
は
大
谷
家
文
書
五
五
三
点
の
寄
贈
を
受
け
た
と
の

報
道
発
表
を
行
い
、
翌
十
六
日
の
新
聞
各
紙
（
筆
者
が
確
認
し
た
の
は
、
山
陰
中
央
新

報
、
中
国
新
聞
、
日
本
海
新
聞
、
京
都
新
聞
お
よ
び
読
売
新
聞
）
が
記
事
に
し
た
。
大
谷

家
文
書
が
散
逸
す
る
こ
と
な
く
、
一
括
し
て
公
的
機
関
の
も
と
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
思
う
。
筆
者
が
大
谷
家
で
文
書
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
お
り
に
は
、
こ
れ
ら
古
文
書
類
は
仏
壇
の
最
下
段
に
複
数
の
小
さ
な
木
箱
等
に
分

け
て
保
管
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
伝
来
す
る
貴
重
な
古
文
書
等
に
つ

い
て
は
、
保
存
・
管
理
・
継
承
が
可
能
で
あ
る
限
り
は
当
該
の
家
で
受
け
継
が
れ
る
の
が

最
も
良
い
と
考
え
て
き
た
。
大
谷
家
文
書
に
つ
い
て
も
、
大
谷
家
の
も
と
で
受
け
継
い
で

行
か
れ
る
方
が
良
い
こ
と
を
、
大
谷
家
十
五
代
武
廣
氏
夫
人
お
よ
び
十
六
代
和
広
氏
と
も

そ
の
よ
う
に
お
話
を
し
た
（
当
時
十
五
代
武
廣
氏
は
病
気
で
入
院
中
で
あ
っ
た
）。

　
筆
者
の
調
査
は
『
新
鳥
取
県
史
』
西
伯
耆
編
と
い
う
史
料
編
の
編
纂
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
当
時
す
で
に
竹
島
問
題
に
か
か
わ
る
専
門
書
（『
竹
島
問
題
と
は

何
か
』）
を
も
っ
て
お
り
、
和
広
氏
に
拙
著
を
献
呈
し
た
上
で
こ
の
問
題
に
対
す
る
卑
見

を
申
し
述
べ
も
し
た
。
和
広
氏
は
古
文
書
の
ほ
か
に
大
谷
家
に
伝
来
す
る
品
々
を
見
せ
て

く
だ
さ
り
な
が
ら
、「
大
谷
家
文
書
の
存
在
に
よ
っ
て
竹
島
が
日
本
領
と
し
て
証
明
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、「
拙
著
の
考
察
を

踏
ま
え
れ
ば
、
大
谷
家
文
書
の
内
容
を
読
み
解
く
と
却
っ
て
竹
島
は
日
本
領
だ
と
は
言
い

切
れ
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
」
と
申
し
上
げ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
不
満
げ
な
表
情

や
反
論
は
な
く
、「
歴
史
研
究
は
専
門
で
は
な
い
の
で
、
先
生
の
判
断
で
存
分
に
大
谷
家

文
書
を
検
討
し
て
く
だ
さ
っ
て
構
わ
な
い
」
と
の
お
話
を
頂
戴
し
た
。
そ
う
し
た
十
六
代

の
お
勧
め
に
し
た
が
っ
て
大
谷
家
文
書
の
悉
皆
調
査
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影

を
完
了
し
、
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
で
は
大
谷
家
文
書
の
全
体
像
を
把
握
し
た
。
も
ち
ろ
ん

全
点
に
わ
た
っ
て
翻
刻
を
済
ま
せ
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
読
み
込
み
済
み
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
大
谷
家
文
書
の
子
細
な
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

る
の
は
、
こ
の
文
書
に
依
拠
し
て
竹
島
が
日
本
領
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
川
上
健
三

の
仕
事
の
空
虚
さ
で
あ
り
、
竹
島
は
遅
く
と
も
十
七
世
紀
末
に
は
日
本
領
で
は
な
か
っ
た

史
実
で
あ
る
。

　
大
谷
家
文
書
を
竹
島
問
題
に
従
属
さ
せ
る
の
は
た
い
へ
ん
視
野
が
狭
い
。
大
谷
家
文
書

か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
鳥
取
藩
領
民
の
生
業
の
具
体
的
な
す
が
た
で
あ
る
。
そ
の
文
書

群
は
、
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
至
る
時
期
の
鳥
取
藩
領
民
の
生
き
ざ
ま
を
豊
か
に
描

き
う
る
貴
重
な
も
の
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
れ
な
の
に
、
今
回
の
大
谷
家
文
書
の
島
根

県
へ
の
寄
贈
が
、
そ
れ
で
あ
た
か
も
竹
島
問
題
で
日
本
が
有
利
に
な
る
か
の
ご
と
く
一
辺

倒
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
な
次
第
で
あ
る
。

注
（
1
） 

池
内
敏
『
大
君
外
交
と
「
武
威
」』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）、
同

『
竹
島
問
題
と
は
何
か
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
竹
島
領
有

権
の
歴
史
的
事
実
に
か
か
わ
る
日
本
政
府
見
解
に
つ
い
て
」（『
日
本
史
研
究
』
六
二

二
、
二
〇
一
四
年
）、
同
「「
竹
島
は
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
」
論
」（『
歴
史
評

論
』
七
八
五
、
二
〇
一
五
年
）、
同
「「
国
境
」
未
満
」（『
日
本
史
研
究
』
六
三
〇
、

二
〇
一
五
年
）、
同
『
竹
島 

も
う
ひ
と
つ
の
日
韓
関
係
史
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一

六
年
）

（
2
） 

池
内
敏
「
日
本
外
務
省
に
よ
る
大
谷
家
文
書
調
査
」（『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研

究
開
発
室
年
報
』
一
三
、
二
〇
一
六
年
、http://w

w
w.nul.nagoya-u.ac.jp/libst/

report/f_report.htm
l

）

（
3
） 『
新
修
鳥
取
市
史
』
第
二
巻
・
近
世
編
（
鳥
取
市
、
一
九
八
八
年
）
三
一
三
〜
三
一

八
頁
。

（
4
） 
後
掲
﹇
史
料
2
﹈
は
万
治
元
年
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
だ
が
、
こ
こ
に
も
「
道

喜
老
」
な
る
人
名
が
登
場
す
る
。
し
た
が
っ
て
代
替
わ
り
前
か
ら
四
代
め
は
「
道

喜
」
を
名
乗
っ
て
い
た
と
す
る
田
村
の
推
測
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
。
さ
も
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名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
論
集 

第
２
号

な
く
ば
、
代
替
わ
り
を
万
治
二
年
と
す
る
通
説
的
理
解
を
改
め
て
、
そ
の
期
日
を
遡

ら
せ
る
か
で
あ
る
。

（
5
） 『
東
都
阿
倍
御
一
門
御
書
写
』（
大
谷
家
古
文
書
五

－

二
五
）
は
、
文
化
十
五
年
（
一

八
一
八
）
に
大
谷
家
当
主
に
よ
っ
て
当
時
大
谷
家
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
た
旗
本
阿

部
家
一
門
か
ら
の
書
状
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
採
録
さ
れ
た
書
状
の
原

本
は
す
べ
て
現
在
も
伝
来
す
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
紙
の
擦
れ
等
で
読
解
不
能
な

部
分
が
あ
り
、
こ
の
冊
子
の
筆
録
が
良
い
参
照
と
な
る
。
以
下
、
こ
の
冊
子
の
何
通

め
の
史
料
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
か
を
同
様
な
形
式
で
付
記
す
る
。

（
6
） 

大
谷
家
古
文
書
二

－

一
七
に
次
の
史
料
﹇
史
料
3
・
付
﹈
が
あ
る
が
、「
阿
倍
一

門
」
で
は
﹇
史
料
3
﹈
に
附
属
す
る
か
た
ち
で
納
め
ら
れ
て
お
り
、
日
付
・
内
容
か

ら
す
れ
ば
元
々
は
﹇
史
料
3
﹈
と
と
も
に
一
括
さ
れ
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

 

　﹇
史
料
3
・
付
﹈

 

追
而
鰹
節
百
贈
給
御
志
過
分
之
至
候
、
寔
去
比
ハ
永
々
在
江
戸
之
処
何
之
馳
走
不

申
残
念
候
、
以
上

 

　
　
　
六
月
廿
一
日 
阿
倍
四
郎
五
郎
　
　
　
　
　

 

　
　
大
屋
九
右
衛
門
様

（
7
） 

阿
部
正
継
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
に
遺
跡
を
継
ぎ
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

没
。

（
8
） 

本
文
中
に
掲
げ
な
か
っ
た
史
料
で
、
史
料
中
に
松
島
な
る
名
が
現
れ
る
未
紹
介
・
未

翻
刻
史
料
に
次
の
史
料
が
あ
る
。

 

村
川
市
兵
衛
罷
下
候
付
而
三
月
廿
八
日
之
書
状
令
披
見
候
、
其
表
相
替
義
無
之
、

竹
嶋
松
嶋
之
船
無
恙
到
来
之
由
一
段
之
儀
候
、
然
者
扇
子
三
本
入
壱
箱
贈
給
令
満

足
候
、
将
又
重
而
ハ
御
手
前
為
名
代
子
息
可
被
差
越
由
得
其
意
候
、
随
而
我
等
一

類
共
堅
固
罷
在
事
候
、
猶
期
後
音
之
時
候
、
恐
々
謹
言

 

　
　
　
五
月
廿
一
日 

阿
倍
忠
右
衛
門
　
　
　
　
　

 

　
　
大
屋
九
右
衛
門
様
　
返
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
谷
家
古
文
書
二

－

四
）

キ
ー
ワ
ー
ド
：
竹
島
、
松
島
、
大
谷
家
文
書
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Abstract

Reconstruction of the history of Takeshima fishery

IKEUCHI Satoshi

	 The Ministry of Foreign Affairs of Japan believes that Takeshima is a part of Japanese territory. 
This belief has been derived from a series of works by Kawakami Kenzo, which came to fruition in 
“A Historical and Geographical Study of Takeshima (1966).” Kenzo’s argument concerning the Edo 
period was founded on an investigation of the historical archives of the Oya family’s documents 
which was not opened to the public before. This paper try to reconstruct the historical image that 
Kawakami kenzo made, by using Oya family’s documents.

Keywords: Takeshima (竹島), Matsushima (松島), Oya family documents (大谷家文書)


